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高齢者も障害者も私達も一緒に

〜ふじのくに型福祉サービスの取り組みについて〜

社会福祉法人 美芳会
すどデイサービスセンター新井嘉奈子
すどの杜ショートステイ 伊藤 亘

施設概要

施設の概要
東部富士市を中心に高齢者向けサービスを展開
◆特別養護老人ホーム：2施設

すどの杜（定員50名）／風の杜（定員29名）
◇養護老人ホーム：1施設

するが荘（定員90名 内特定30名）
◆ショートステイ：2施設

すどの杜（定員10名）／風の杜（定員10名）
◇デイサービス：3施設

すどの杜（定員37名）／はまかぜ（定員37名）／風の杜（定員10名）
◆在宅介護支援センター：1施設

すどの杜
◇包括支援センター：1事業所

東部包括支援センター（須津・浮島地区）

法人理念

『地域でのこころ豊かな
生活のために』

『想いに副う』

ふじのくに型福祉サービスとは・・

居場所 共生型
福祉施設

ワンストップ
相談

『年齢や障害の有無に関わらず、誰もが住み慣れた地域で安
心して暮らせるような垣根のない福祉』をコンセプトにした
静岡県が独自に市町、団体、事業所などに協働している福祉
サービスの理念。「居場所」「ワンストップ相談」「共生型
福祉施設」の３本の柱から成っています。

背景

• 法人理念に副うために、平成２６年度から静岡県で取
り組んでいる「ふじのくに型福祉サービス」を開始し、
基準該当障害福祉サービスとして障害者の受け入れを
行う。

• 地域包括ケアの一端として高齢者施設の中で、年齢や
障害の有無に関わらず、また制度や窓口の垣根を超え
て、誰もが住み慣れた地域で、共に安心暮らせる地域
づくりを行う。

サービス開始前の取り組み

•障害者施設での研修、交流
＊障害者施設への見学、研修
＊支援員との関わり

•自主勉強会の実施
＊研修後、事業所での勉強会の開催

•家族会への参加
＊ニーズ把握のため地域での家族会への参加
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• 関わり過ぎない、やり過ぎない介助
＊自立を促す
＊尊厳を守る

• その人に合った接し方
＊身体、知的、精神、それぞれの障害にあった
接し方が必要

ケアの中で心がけたこと 成果と評価
・ 実績 ４名

＊相談や契約まで至ったケースもあったが、実際に利用に
至ったケースは３事業所で４名である。

・ デイ・ショートを併用している
＊デイとショートを併用して利用したいニーズに対応
＊事業所側もお互いに知り得た情報を共有、情報交換
ができる。

・ 高齢者施設が合っていた
＊就労施設に馴染めなかった
＊障害者施設は年齢差、個人差が大きく馴染めなかった

＊高齢者施設ならではのゆったりとした時間
・ 地域

＊地域にある施設だから安心して利用できる

• 高齢者の声
＊年齢が若いため違和感を感じている
＊温かく声をかけてくれる方も・・・
＊一緒にカラオケをしたり、パズルをした

り・・

•職員が感じたこと
＊その人を理解し、対応することが必要
＊高齢者と障害者の間に入り一緒に過ごす
＊最初は戸惑いがあったが、やってよかった

⇒高齢者も障害者も同じである！！

今後の課題
•知識不足

＊高齢者施設の為、障害に関する知識が浅い
身体、知的、精神それぞれの障害の理解が必要

•地域への情報発信
＊障害のある方の受け入れをしていることを地域
へ発信、認知度を上げる

• 共生型福祉施設を目指す
＊高齢者も障害者も住み慣れた地域で安心して
暮らすための支援をしていく

まとめ
•ふじのくに型福祉サービスをデイ及びショート
ステイにて提供し、4名の方が利用されている。

•最初は障害者の受け入れに対し戸惑いもあった
が、必要としている方がいることから、やって
よかったという想いに変った。

•今後もふじのくに型福祉サービスをいっそう推
進
していこうと考えている。

ご静聴ありがとうございました。


